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表1．水質検査結果表徴伯はHl、2、3年の平均値です）

No �園田漢音 前川 �i÷ �SS萎＿ なし �車庫（cm） �SSSS含iE 7，7 �申9ノ’l） �量韮劇的の 19．6 �Seg1間物萱 �音旧igH澗幽菓 0．09 �中潮 

2 �平田IIi �微　濁 �な　し �26 �7，5 �4．0 �23．6 �1．6 �0．12 �0．06 

3 �戸切Iii �徽　濁 �な　し �30以上 �7．4 �3．1 �21．0 �1．3 �0．10 �0．09 

4 �柳田IIi �沈澱物若干 �な　し �25 �7．4 �10．0 �14，6 �1．7 �0．12 �0．78 

5 �吉原Iii �微　濁 �な　し �28 �7．4 �3．2 �14．3 �1．6 �0．07 �0．06 

● �西　Iii �微　濁 �徴腐敗臭 �25 �7．6 �4．0 �13，3 �2．1 �0．14 �q・05′ 

⊥ �中牟田川 �微　濁 �む　し �30以上 �7．4 �3．0 �7．3 �1，0 �0．04 �0，34 

蓮角IIi �沈澱物若干 �な　し �20 �7．2 �4．9 �17．5 �1．3 �0，09 �0．07 

屋戸川 �沈澱物若干 �な　し �30以上 �7．4 �2．3 �7．6 �0，8 �0，05 �0．03 

10 �山田川 �沈澱物若干 �な　し �28 �7．6 �3．4 �18，6 �1．4 �0．08 �0．15 

●BOD以下の検査項目については、数値が高いほど、水が汚い可能性が高くなりますが、実際は、時期的なことや水量、流域

の状況も考慮する必要があります。
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テ
レ

あ
ら
ゆ
る
命
の
源

「
水
」
の
現
状
を
さ
く
る

世
界
的
規
模
で
環
境
問
題
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
な
か
、
私
た
ち
の

身
の
ま
わ
り
の
自
然
は
、
い
っ
た
い
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
か
。
7
月

は
河
川
愛
護
月
間
。
そ
こ
で
今
月
は
、
町
が
行
っ
て
い
る
水
質
検
査

の
結
果
を
も
と
に
、
水
の
現
状
を
さ
く
り
、
2
5
日
号
で
は
、
今
後
の

川
に
対
す
る
取
り
組
み
も
考
え
て
い
き
た
い
と
患
い
ま
す
。

－
　
梶
田
先
生
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
町
で
は
、
毎
年
2
回
町
内
の
1
0
河

川
の
水
質
捜
査
を
し
て
河
川
の
汚
染
状

況
を
分
析
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
平
成

元
年
度
か
ら
3
年
度
ま
で
の
結
果
（
表

1
）
に
つ
い
て
の
お
考
え
を
お
聞
き
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

権
田
　
今
回
の
調
査
で
は
、
環
境
基
準

面
か
ら
B
O
D
（
生
物
化
学
的
酸
素
要

求
量
と
い
っ
て
、
汚
れ
の
程
度
を
示

す
）
と
S
S
（
水
中
に
浮
遊
す
る
小
粒

状
物
質
の
量
で
数
値
が
大
き
く
な
れ
ば

目
に
見
え
る
汚
れ
が
ひ
ど
い
こ
と
を
表

す
）
と
P
H
（
水
が
酸
蛙
か
ア
ル
カ
リ

睦
か
を
表
す
）
を
調
査
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
富
栄
養
を
表
す
T
I
N
（
水
中

の
窒
素
の
畳
）
と
T
I
P
（
水
中
の
リ

ン
の
量
）
を
調
べ
今
、
問
題
と
な
っ
て

い
る
M
B
A
S
（
陰
イ
オ
ン
界
面
活
性

剤
と
い
っ
て
合
成
洗
剤
の
量
を
表
す
）

を
調
べ
て
い
ま
す
。
遠
賀
町
の
場
合
、

他
の
市
町
村
と
比
べ
て
、
人
口
が
急
増

し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
団
地
浄
化
槽

」
電
器
7

が
付
け
ら
れ
て
い
た
た
め
か
汚
染
は
、

そ
れ
程
進
ん
で
い
な
い
と
い
え
ま
す
。

し
か
し
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点

も
二
・
三
あ
り
ま
す
ね
。

－
　
各
国
査
地
点
別
に
デ
ー
タ
が
出
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
説
明
し
て

い
た
だ
け
ま
す
か
。

梅
田
　
P
H
に
つ
い
て
は
各
河
川
と
も

ほ
ほ
中
性
で
問
題
な
い
値
で
す
。
こ
の

表
で
注
意
し
て
も
ら
い
た
い
の
は
、
B

O
D
と
S
S
と
の
関
係
で
す
。
S
S
が

高
い
値
を
示
す
要
因
に
は
、
生
活
雑
務

水
に
よ
る
も
の
と
、
土
砂
な
ど
に
よ
る

も
の
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
後
者
に
よ

る
も
の
だ
と
心
配
は
い
ら
な
い
の
で
す

が
、
S
S
が
高
く
、
B
O
D
が
高
い
値

を
示
す
と
な
る
と
、
こ
れ
は
前
者
が
原

因
と
な
り
、
問
題
で
す
。
河
川
で
は
、

柳
田
用
、
平
田
用
、
前
川
、
蓮
角
川
な

ど
は
要
注
意
で
す
。
特
に
柳
田
川
の
B

O
D
の
値
は
ず
は
ぬ
け
て
高
く
、
住
宅

密
集
地
か
ら
の
生
活
排
水
の
た
れ
流
し

が
原
因
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

i
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園

ま
す
。
ち
な
み
に
B
O
D
が
3
P
P
m

以
下
な
ら
サ
ケ
や
ア
ユ
が
、
5
P
P
m

以
下
な
ら
コ
イ
や
フ
ナ
が
生
息
で
き
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

－
　
窒
素
や
リ
ン
も
重
要
な
憲
暁
を
も

っ
て
い
る
の
で
す
か
。

栴
田
　
窒
素
や
リ
ン
が
多
い
と
富
栄
養

化
現
象
と
い
っ
て
、
藻
類
が
過
剰
に
繁

茂
し
魚
な
ど
は
酸
素
不
足
を
起
こ
し
死

ぬ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
値
が
高
い

要
因
と
し
て
は
、
窒
素
肥
料
や
リ
ン
を

含
ん
だ
洗
剤
が
河
川
へ
流
入
し
て
い
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
昨
年
の
9
月

に
西
川
で
魚
が
た
く
さ
ん
死
ん
で
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
有
毒
物
に
よ

る
も
の
な
ら
、
ま
ず
小
魚
か
ら
死
ぬ
の

に
、
ボ
ラ
な
ど
の
大
型
魚
が
ほ
と
ん
ど

だ
っ
た
た
め
、
こ
れ
も
酸
欠
に
よ
る
も

の
だ
と
い
う
検
査
結
果
が
出
て
い
ま
し

た。I
M
B
A
S
の
値
か
ら
の
注
慧
点
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

権
田
　
こ
の
値
が
侶
P
P
m
以
上
に
な

る
河
川
で
は
、
合
成
洗
剤
に
よ
る
汚
染

が
進
ん
で
い
る
と
言
え
ま
す
。
柳
田

川
、
中
卒
田
川
、
山
田
川
周
辺
の
家
庭

で
は
洗
剤
を
使
い
過
ぎ
な
い
よ
う
努
め

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
れ
と
同
様
、

油
に
よ
る
汚
染
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。
油

を
そ
の
ま
ま
河
川
に
流
す
と
油
膜
を
は

り
空
気
中
の
酸
素
が
水
に
溶
け
な
く
な

る
の
で
す
。
幸
い
遠
賀
町
に
は
廃
油

を
利
用
し
て
石
ケ
ン
を
作
る
作
業
所
が

あ
る
と
か
。
ぜ
ひ
、
こ
の
運
動
を
町
内

に
広
め
、
行
政
と
住
民
が
一
体
と
な
っ

て
河
川
の
浄
化
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で

も
ら
い
た
い
。
そ
う
碩
っ
て
い
ま
す
。



平成3年度　施政方針
一般会計・特別会計予算
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●一般会計予算と起債の移り変わり

鍋蓋＼　　　一触 　50億5，453万円31億5・000万円 

00億4．線9万円 

（怠 

こ
れ
か
ら
の
町
づ
く
り
の
課
題
は

高
齢
化
対
策
と
下
水
道
の
整
備
、

交
通
体
系
の
整
備
、
ゴ
ミ
の
減
量

化
・
資
源
化
の
四
本
柱
で
す
o

平
成
三
年
度
の
一
般
会
計
予
算
が
六
月
議
会
で
で
そ
ろ
い
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
当
初
予
算
が
骨
格
予
算
（
経
常
経
費
）
だ
っ
た
た

め
で
す
。
予
算
総
額
は
三
十
四
億
一
千
百
四
十
四
万
円
で
、
前
年

度
に
比
べ
五
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
施
設

の
維
持
管
理
な
ど
の
経
常
経
費
が
増
え
た
た
め
で
す
。
予
算
は
町

の
計
画
書
。
今
年
か
ら
の
メ
イ
ン
は
、
福
祉
の
里
づ
く
り
事
業
と

下
水
道
整
備
車
業
で
す
。
今
年
度
は
こ
れ
ら
の
事
業
や
第
3
次
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
な
ど
の
調
査
・
策
定
費
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
化
社
会
の
到
来
に
向
け

た
「
福
祉
の
里
づ
く
り
事
業
」

日
常
生
活
に
密
着
し
た

交
通
体
系
の
整
備
事
業

2
1
世
紀
に
は
、
四
人
に
一
人
が
6
5
歳

以
上
と
い
う
、
超
高
齢
化
社
会
が
到
来

し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
西
川
の
旧
河
川
敷
を
利

用
し
、
お
年
寄
り
や
障
害
を
も
つ
人
た

ち
が
、
豊
か
で
安
心
し
て
馨
ら
せ
る
た

め
の
、
総
合
福
祉
対
策
の
発
進
基
地
と

し
て
「
福
祉
の
呈
」
づ
く
り
に
積
極
的

に
取
り
組
み
ま
す
。

昨
年
に
引
き
続
き
、
補
助
事
業
で
山

手
線
の
歩
道
工
事
を
行
い
、
日
常
生
活

に
密
着
す
る
道
路
や
水
路
の
整
備
を
町

単
独
費
用
で
約
6
7
カ
所
行
い
ま
す
。
ま

た
、
県
道
浜
口
・
遠
賀
線
の
紘
幅
や
旧

霊
木
線
の
県
道
化
、
国
道
3
号
線
の
今

古
賀
交
差
点
の
立
体
化
に
つ
い
て
積
極

的
に
国
、
県
に
働
き
か
け
て
い
き
ま

す。

文
化
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と

言
わ
れ
る
下
水
道
の
整
備

ゴ
ミ
の
減
璽
花
・
資
源
化
に

つ
な
が
る
分
別
収
集
の
実
現

下
水
道
は
「
文
化
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
」

と
言
わ
れ
て
ま
す
よ
う
に
、
快
適
な
生

活
環
境
を
つ
く
り
出
す
た
め
に
、
今
で

は
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

昨
年
1
2
月
よ
り
団
地
浄
化
槽
も
町
管

理
に
移
行
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
町

内
全
地
域
の
ト
イ
レ
の
水
洗
化
や
下
水

道
化
を
進
め
る
た
め
の
計
画
書
の
作
成

に
着
手
し
ま
す
。

い
ま
、
「
地
球
に
や
さ
し
い
暮
ら
し

を
」
の
視
点
か
ら
ゴ
ミ
問
題
に
対
す
る

関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
空
カ
ン
回
収
機
の
設
置
や

コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
の
貸
出
し
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
は
、
本
格
的

な
ゴ
、
ぐ
の
減
量
化
に
つ
な
げ
る
資
源
ゴ

ミ
の
再
利
用
化
へ
の
取
り
組
み
を
強
化

し
て
い
き
ま
す
。



平成3年度一般会計予算の内訳

●第3次マスタープラン策定

…・・・361万円

●福祉の里づくり事業…360万円

●下水道事業…………1，230万円

●都市整備事業………59，200万円

●地域改善対策事業…1，940万円

●農業振興……………2，078万円

●商工業振興……………647万円

●環境衛生……………18，213万円

●健康づくり事業……3，900万円

●文化ふれあい事業…・・・300万円

●電算黄………………3，045万円

●まちづくり交通計画調査事業

・・・776万円

●天神遺跡発掘調査・・・1，146万円

●国民健康保険事業

…8億4，734万6千円

●住宅新築資金等貸付事業

…‥3，030万5千円

●霊園事業…………2億3，754万円

●学校給食事業

……1億7，142万2千円

●老人保健事業

・…・10億3，924万9千円

●地域下水道事業

…1億7，714万3千円

、ぅ．

〇〇〇〇〇〇〇　　〇〇〇〇〇〇〇 

利子割交 �付合3千 �万円（1．0％） �醜支出金　　　　　　　　　　　滋造言 

町債4 �00万円（0，1 �％） �1億9刊93万県支出合　　　　　議鱗薮終 　3千円1億9〟万 
也方 護与税 8千 �　　　　　　　　）へ （5・7％）瀦覚 

500万 （ ��2：※緬6銃　　　　ゴルフ醐交付金 

地方交付税 11億6千662万 　7千円 （紬．2％） ��綱田　町税霊室 膳油田妨12億雪韓 国国書Ky俄7％） 

自動車取 � � �塗ノー 
3千500万 �円（1．0％） � �白き掬瞭 

分担金 5千259 繰入金2 �・負担金 万9千円（1． 千839万4千 �690 円（0。8％） �　繰越金 （。撃縄鷲鵜蒜 

歳
出
は
、
投
資
的
経
費
（
支
出
の
効

果
が
資
本
形
成
に
向
け
ら
れ
る
も
の
）

と
、
消
費
的
経
費
（
後
年
に
形
を
残
さ

な
い
性
質
の
も
の
）
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

策
定
・
調
査
費
な
ど
の
町
単

独
費
の
事
業
が
多
い
。

遠
賀
町
の
財
源
は
、
自
主
財
源
（
町

が
自
主
的
に
収
入
し
う
る
財
源
）
と
、

依
存
財
源
（
国
や
県
の
意
志
決
定
に
基

づ
く
財
源
）
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
歳

入
の
五
十
一
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
が
自
主

財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
の
主
な
財
源
は
○
町
税
　
○
地

方
交
付
税
　
○
国
・
県
支
出
金
　
○
財

産
収
入
　
○
諸
収
入
　
○
地
方
譲
与
税

な
ど
で
す
。

ほ
ぼ
昨
年
並
み
。
増
加
分
は

地
方
交
付
税
で
財
源
計
上

そ
こ
で
本
年
度
の
予
算
で
す
が
、
投

資
的
経
費
に
は
、
歳
出
の
二
十
六
・
五

パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
十
一
億
一
千
三

百
万
円
を
故
人
し
、
土
地
改
良
な
ど
農

業
関
係
や
、
通
路
、
河
川
、
住
宅
、
都

市
計
画
事
業
、
消
防
施
設
、
学
校
、
そ

の
他
施
設
改
修
な
ど
を
行
い
ま
す
。

次
に
、
目
的
別
で
は
・
議
会
費
・

総
務
費
・
社
会
福
祉
・
老
人
福
祉
・

児
童
措
軽
費
・
乳
幼
児
等
医
療
事
業
・

地
域
改
善
対
策
事
業
・
各
種
健
康
診
査

検
診
・
予
防
接
種
・
環
境
衛
生
な
ど
住

民
の
福
祉
向
上
、
健
康
対
策
な
ど
の
民

生
費
・
衛
生
費
・
労
働
費
・
農
林

水
産
業
費
・
商
工
費
・
道
路
、
河
川

の
改
良
維
持
補
修
・
町
営
住
宅
の
維
持

管
理
・
都
市
計
画
に
お
け
る
土
地
区
画

整
理
撃
業
な
ど
の
土
木
費
・
町
民
の

生
命
と
財
産
保
全
の
た
め
の
消
防
費

・
教
育
振
興
・
小
中
学
校
管
理
・
公
民

館
事
業
・
文
化
ふ
れ
あ
い
事
業
な
ど
の

社
会
教
育
お
よ
び
保
健
体
育
な
ど
の
教

育
費
を
計
上
し
て
い
ま
す
。



寒さなんてへっちゃらさ！
一夏シーズン到来プール開き－

6月21日（金）の午前10時40分から島門小学校で子供

達が待ちに待ったプール開きが行われました。

この日の天気は怒りで水温が22oCとちょっぴり肌寒か

ったのですか、子供達のパワーの前には関係なし／

「水泳は、全身運動で体を鍛えるにはもってこいのス

ポーツです。努力すればするほど泳げる距離も長くなる

んです。先生の言うことを守って楽しく学習してくださ

い。」と校長先生から注意を受け、みんなでお祈りした

後、学年毎にプールで初泳ぎを楽しみました。みんな．／

事故にはくれぐれも気を付けて元気に泳いでね。

・平 喜 ヽ 〉 

オゾンをすって、潮風にあたりながら
一連賀田が波津で焼肉パーティ　ー

6月5日（水）の午前9時30分から特別饗護老人ホー

ム「遠賀園」が波津の海岸で恒例の焼肉パーティを開き

ました。園のお年蕎りは毎年、この行事を楽しみにして

いる様で「潮風にあたりながら・・・何とも言えない幸わ

せな気分です。」と亜宙すみえさん（85歳）。この日は

身体の調子に合わせて38人が参加、ひまわり会の手伝い

もかりてパスのレンタカーで大移動しました。車イスの

お年寄りも気持ち良さそうに日なたぽっこ。スイカ割り

ゲームでは、スイカを割らずに机を割ったりと、とって

も楽しいひとときを過ごしました。

誕酷
“広報おんが重　では、あなた

の周りの身近な出来事や話題を

待っています。役場の広報担当
までご連絡ください。℡293－1234

「統一∴ ��「．∴ �．一丁∴∴　一‘暮∵‥、■∵： 

繰 �溺・ ��遼 �露手緩醒 襲重議選奨靂韮 
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さすが2年目。ベテランそろい。
－老人クラブがふれあい農園で手植え－

6月6日（木）の午前9時から320人の老人クラブの

皆さんがふれあい農園で芋の宙を植えました。前日まで

の雨で苗床はぬかるんでいましたが、裸足になって元気

に植えているおばあちゃんもおられました。昨年は天気

続きで出来が余り良くなかったにもかかわらず39万円を

売上げ、単位クラブ毎の運営的こ当てたそうです。植え

方一つで芋の付き具合いが変わるそうで、2年目の今年

は、皆さん慣れた様子。秋の取離が楽しみです。今年も

芋掘りをさせてほしいと北九州方面の幼稚園やボーイス

カウトから申込みがあっています。

〆



ウオークラリーで町内の自然を探索。
－日本ボーイスカウト連盟主催のウオークラリー大会－

6月30日（日）の午幽9時30分から県内の4会場で第

7回カブスカウト福岡県大会が行われ、遠鉄町では斬

殺・若松・八幡地区300人のチビソ子がウォークラリー

を楽しみました。コマ地図を頼りに町内のポイントを探

し当てながら1コース6鳥で行われたこの大会。小雨が

降るなか、午前10時に元気に出発、各チームは空き缶を

拾いながら途中で木の幹を手で測ったり、細物や動物を

観察したり環現実化や町内の自然を楽しんだ様子でし

た。緑多い自然を持つ遠賀町、私たちはこの自然を大切

にしないといけませんね。

＿SS＿一〇＿〃〃＿SS＿SS＿〃■ 

図書館だより 
〇〇°‾■〇°‾■〇°‾■〇°‾〇〇〇‾■〇°‾ ●新刊図書が入りました。 

！／ �ユーj 

薫 ●一一∴ � 

ズッコケ山岳救助隊　那須正幹・あさってからのスバゲ 
ティ　秋IiIゆみ・転校生は悪魔くん　長井るり子・動乱 

原城史（まんがでみる島原の乱）　笠原一男・ロートレ 
ック荘事件　筒井康隆・世（こも奇妙な物語　中井紀夫・ 

千利休と日本人いま選る「ぱさら」の精神　栗田勇・医 
者にいわれた病気が分かる　泉孝英・ノストラダムスの 
大予言・中東編　五島勉・子供を留学させるとき　栄陽 
子・朝鮮戦争（NHKスペシャル）　轡庭孝典・日本創 
成輪　糸川英夫 

をの他、色々な分野の本缶入りました。こ利用Cださひ。 

○開館時間　9：30－18：00 

○休館日　月曜日・祝日 
〃電　　話　293－1356 

葛〇°“‾ 

‾‾－71

人生五計説で幸わせに。
－寿大学講座好評開講中一

6月27日（木）の午前10時から寿大学3回目の講座が

中央公民館で開かれました。今回は、桐生公俊さん（二
ノ滞専任職）を招いて「心の秘康」について翻演があり

ました。この中で「これからは、何事も善憲にとり、健

康管理をし、明るく笑顔で人と仲良く生きてください。

そのためには人生五計説が大切です。」と　らしいのみ学

園。の園長の苦労話しを交えて、ユーモアたっぷりに話

されました。会場のお年寄りも生き生きとした表情で聞

き入っていました。昼からは専科コースでかな書道や詩

吟なども学習しました。

＼iド ∴ � 

；＿＿＿．＿・一一一‾‾‾iiii〈 重訂 L叢∴ ��二王8m 

ゴミはゴミでも資源ゴミ。
－広域がゴミ分別集収の先進地視察－

6月13日（木）から15日（土）の2泊3日の行程で広

域行政事務組合が町内の区長会、婦人会など19人を連れ

て、水巻町と一緒にゴミの分別集収の先進地である善通

寺市に視察に行きました。
この市は「捨てるゴミでも生かせば資源」を合言葉に

全市民が資源ゴミの6種類分別に取り組み、その成果を

上げ、全国的にも有名な市です。参加した人たちは「こ

れほど資源ゴミに対しての徹底したンステムがあると

ば…‥私たちも町に返って早急に身近かなところから取

りかからないと」と考えさせられた様子でした。



消費者相談は、役場産業課へ

ためます、広告を丹念に読むことが大

切です。

そして、返品できるかどうかや代金

の支払い方法などチェックし、商品が

屈くまでは、その広告を保管し、注文

どおりの品物かどうか確認することも

大切です。

また、商品が破損などしていたら、

すぐにその会社に連絡してください。

●奨励金制度の慨璽

棚の・紹居留
居ながらにして買える通信販売
ですが、トラブルも増えています。

開撥］同園閉園閉園開脚

通信販売は、訪問販売等に関する法

律によって、広告などに規制がありま

す。

たとえば（D販売価格（D支払い時期と

その方法③引き渡し時期（り引き取りや

返還についての特約に関する事項（特

約がない場合はその旨表示）⑤業者の

名称と住所などを表示することが義務

付けられています。

憧同房iI咽相関図！関南胸囲面i遍圏隔

通信販売には、クーリング・オフ制

度（無条件解約）はありません。その

新聞や雑誌、カタログ、チラシなど

を見て、商品を申し込む販売方法を通

信販売といいます。

最近では品そろえも豊宙になり、ハ

ガキや砥話などで申し込めば、商品が

自宅まで届けられるという手軽さから

利用者が急増しています。

しかしその反面、トラブルも増加し

平成2年度に県消費生活センターに寄

せられた相談のうち、約1割が通信販

売に関するものでした。そこで今回は

通信販売を利用するときの注遠点を紹

介します。

〆

奨
励
金
制
度
を
ス
ブ
ー
ト
し
ま
し
た
。

使
い
捨
て
時
代
と
呼
ば
れ
る
現
在
は
ご
み
の
量
が
増
え
る
ば
か
り

で
な
く
、
大
切
な
資
源
を
食
い
つ
ぶ
し
、
ま
だ
再
利
用
で
き
る
も
の

ま
で
、
わ
ざ
わ
ざ
お
金
を
か
け
て
灰
に
し
埋
め
立
て
て
い
ま
す
。
遠

賀
町
で
は
〝
ご
み
の
減
量
と
資
源
化
〟
の
た
め
、
ピ
ン
・
カ
ン
類
の

分
別
収
集
、
コ
ン
ポ
ス
ト
貸
出
し
に
続
い
て
、
1
月
か
ら
廃
品
回
収

実
施
団
体
へ
の
奨
励
金
制
度
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

対
象
団
体
は
営
利
を
目
的
と

し
な
い
団
体
が
原
則
で
す
。

対
象
と
な
る
団
体
は
、
子
ど
も
会
・

婦
人
会
・
老
人
会
・
自
治
会
な
ど
の
営

利
を
目
的
と
し
な
い
団
体
と
町
長
が
認

め
た
団
体
に
限
っ
て
い
ま
す
。

対
象
団
体
に
な
る
に
は
、
役

場
へ
の
登
録
が
必
要
で
す
。

奨
励
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
登
録

が
必
要
で
す
。
現
在
継
続
的
に
廃
品
回

収
を
し
て
い
る
団
体
や
こ
れ
か
ら
始
め

よ
う
と
す
る
団
体
は
、
今
す
ぐ
役
場
福

祉
課
保
健
衛
生
係
へ
届
出
て
く
だ
さ
い

対
象
品
且
は
紙
麺
・
布
類
・
鉄

類
・
ビ
ン
類
の
4
覆
麺
で
す
。

紙
類
・
布
類
・
鉄
類
は
l
佃
に
つ
き

3
円
。
ピ
ン
類
は
2
円
の
奨
励
金
を
交

付
し
ま
す
。

（
1
0
円
未
満
は
切
り
捨
て
ま
す
。
）

奨
励
金
を
受
け
る
に
は
、
業
苦

の
東
胡
明
細
書
が
必
要
で
す
。

奨
励
金
を
受
け
ろ
に
は
、
回
収
し
た

資
源
ご
み
を
持
っ
て
い
っ
た
業
者
の
売

却
金
明
細
蕾
と
仕
切
蕾
が
必
要
で
す
。

役
場
福
祉
課
に
あ
る
交
付
申
請
書
に
記

入
の
う
え
、
明
細
奮
・
仕
切
蕊
と
一
緒

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

奨
励
金
は
各
団
体
の
活
動
費

な
ど
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

奨
励
金
は
各
団
体
の
活
動
費
な
ど
有

憲
義
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

現
在
、
町
内
で
は
子
ど
も
会
が
中
心

と
な
っ
て
資
源
ゴ
ミ
の
回
収
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
町
中
に
こ
の
資
源
ゴ
ミ

回
収
の
輪
が
広
が
っ
て
ほ
し
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

●
申
請
・
問
合
せ
先
）
役
場
福
祉
課
保

健
衛
生
係
℡
（
2
9
3
）
1
2
3
4

園田－田園－圏聞．



三三三プチ’

4年2組担任

川上洋子先生

皆さんの声、作品を募集します。
広報おんがでは、皆さんからの声や

作品（絵・軍費・鰐・lii柳・イラスト

・4コママンガなど）を募集していま

す。また、楽しかっ†ここと、悲しかっ

たこと、怒ったことなどを掲載するコ

ーナーも企画しています。作品をどし

どしお寄せください。＞あて先＝今古

賀513遠賀町役場「広報おんが」

「住民課国保年金係」

℡293－1234内線221

①会社をやめた（会社勤めをしていない）

ときは、国保や国民年金に加入してくだ

さい。

②70歳になったら老人医療髄を交付しま

す。

③子どもが生まれたら乳幼児医療峰を交

付します。

④障害者の認定（1・2級）を受けた時

は瞳害者医震証を交付します。

⑤18歳未満の子どもを持つ母子家庭にな

った時は、母子家庭尊医療証を交付し

ます。

①の場合の国保や国民年金の加入手続

きには、資格喪失証明書と年金手帳等が

心要です。

⑨の場合は、70歳になられた翌月の初

日から該当となります。ただし、各月の
一日生まれの人は、その月の初日からの

該当となります。

（9－⑤の手続きの際には、儀膿保険柾

が必要です。また、すでに㊤－⑤の医嫌

証をお持ちの人について、健康保険証の

記載事項が変ったり、健康保険証自体が

変った場合には、そのつど届出をしてく

ださい。

なお、上記の届出について全て印鑑が

必要となりますのでお忘れなく。

ヽ

ス
り
I
I
L
ニ
ュ
ー
ス

親
子
て
楽
し
む
学
級
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
が
好
評
で
す
。6

月
飾
日
（
火
）
の
2
、
3
時
間

白
の
授
業
を
利
用
し
て
、
島
田
小
学

校
4
年
2
組
の
児
童
と
父
母
が
学
級

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
ド
ッ
ジ
ボ
ー

ル
と
給
食
試
食
会
）
を
開
き
、
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

家
で
は
、
め
っ
た
に
親
子
で
逝

ぷ
機
会
が
な
い
の
か
、
子
供
達
は

楽
し
み
に
し
て
い
た
ん
で
す
ヨ
。

こ
れ
か
ら
も
、
機
会
を
見
つ
け

て
交
流
会
を
開
き
た
い
で
す
。

鬼
門
小
学
校
で
は
、
毎
年
、
こ
の

時
期
に
各
学
級
で
行
わ
れ
て
い
る
そ

う
で
、
体
育
館
は
利
用
の
予
約
で
一

杯
。
親
子
対
抗
の
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
で

は
、
親
も
子
ど
も
も
な
い
と
い
っ
た

感
じ
で
、
ポ
ー
ル
が
当
た
る
た
び
に

大
は
し
ゃ
ぎ
、
「
お
母
さ
ん
が
こ
ん
な

に
上
手
だ
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
強

い
。
」
と
灘
口
正
志
く
ん
。
こ
の
後
、

昼
か
ら
は
一
緒
に
給
食
を
食
べ
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

俳
句
へ
達
貰
俳
友
句
会
抄
）

池
田
　
季
刊
遠

洋
単
音
の
す
ぐ
傍
を
行
く
藤
の
花

小
野
多
恵
子

夏
あ
ざ
み
石
屋
は
人
も
音
も
な
く

末
永
キ
ミ
枝

少
年
の
草
笛
遠
く
丘
を
行
く佐

藤
　
響
子

行
く
春
の
小
用
ひ
と
つ
を
飛
び
こ
え
る

徳
永
小
代
子

青
天
に
開
き
き
つ
た
る
牡
丹
か
な

松
本
み
ち
え

短
歌
へ
お
ん
が
短
歌
会
浅
草
）

河
中
　
筋
蕾
遠

田
か
れ
た
く
な
さ
撃
友
は
触
れ
も
せ
で

一
泊
旅
行
に
肩
も
み
く
る
る藤

沢
　
国
子

争
い
し
友
の
幻
去
り
や
ら
ぬ
朝
飯
ふ
ふ

む
紅
薗
薇
を
切
る
　
　
　
中
野
ス
エ
ノ

独
り
身
は
気
楽
で
良
き
と
う
友
と
い
て

子
の
い
る
幸
せ
言
わ
ず
帰
り
釆

伊
藤
ア
キ
コ

病
院
に
ペ
ッ
ト
並
べ
し
友
の
計
に
再
発

と
い
う
言
葉
失
せ
た
し
　
三
浦
寿
美
子

ハ
ン
カ
チ
に
友
つ
つ
み
い
る
一
匹
の
蛍

に
赤
き
花
柄
う
か
ぶ
　
　
河
原
タ
ツ
ミ

∵
ぬ
川
崎
多
重
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聞！

芭
黛
。
謎
感

遠
賀
町
長
栴
年
季

七
夕
祭
り
ゴ
ル
フ
大
会

●
と
き
）
8
月
8
日
（
木
）
の
午
前
8

時
ス
タ
ー
ト

●
と
こ
ろ
）
チ
サ
ン
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
遠
賀

●
競
技
方
法
）
1
8
ホ
ー
ル
・
ス
ト
ロ
ー

ク
プ
レ
ー

●
ハ
ン
デ
ィ
計
算
）
新
ペ
リ
ア
方
式

●
料
金
）
ビ
ジ
タ
ー
1
2
、
7
0
0
円

（
プ
レ
ー
代
・
参
加
料
込
・
消
費
税
別
）

会
員
9
、
0
0
0
円

た
だ
し
、
町
内
に
お
住
ま
い
、
ま
た

は
、
町
内
に
お
勤
め
の
人
は
会
員
料
金

で
プ
レ
ー
で
き
ま
す
。

●
申
込
み
・
問
合
せ
先
）
チ
サ
ン
カ
ン

ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
遠
賀
℡
0
9
3
（
2
9

3

）

2

4

1

1

●
受
付
期
間
）
7
月
約
日
（
日
）
か
ら

8
月
2
日
（
金
）
ま
で

●
受
付
場
所
）
西
日
本
総
合
展
示
場

●
受
験
料
）
5
千
円
（
受
験
申
込
み
前

に
、
所
定
の
郵
便
振
替
用
紙
に
よ
り
、

指
定
の
口
座
に
払
い
込
ん
で
く
だ
さ

い。）●
聞
合
せ
先
）
（
財
）
福
岡
県
建
築
住
宅

セ
ン
タ
ー
℡
0
9
2
（
7
8
1
）
5
1

6

9

一
口
5
0
万
円
で
立
木
の
共
有
者
と
な
っ

て
い
た
だ
き
、
伐
採
時
に
木
材
販
売
収

益
の
配
分
を
受
け
と
り
ま
す
。

●
募
集
期
間
）
9
月
7
日
（
土
）
ま
で

●
募
集
所
在
地
）
①
田
川
郡
添
田
町
陣

千
若
②
遠
賀
郡
遠
賀
町
虫
生
津
⑧
遠
賀

郡
岡
垣
町
荒
田

●
申
込
み
・
問
合
せ
先
）
直
方
営
林
署

℡

0

9

4

9

2

（

6

）

4

0

4

1

閣
宅
地
建
物
取
引
の

主
任
者
試
験

●
と
き
）
1
0
月
2
0
日
（
日
）
の
午
後
1

時
か
ら
3
時
ま
で

●
と
こ
ろ
）
受
付
け
時
に
指
定

●
受
験
資
格
）
・
高
等
学
校
卒
業
以
上

の
人
・
宅
地
、
建
物
の
取
引
き
に
関
し

二
年
以
上
の
実
務
経
験
者
な
ど

●
願
書
配
布
）
7
月
8
日
（
月
）
か
ら

8
月
2
日
（
金
）
の
間
、
最
寄
り
の
土

木
事
務
所
で

「
文
化
百
選
」
シ
リ
ー
ズ
の

『
道
編
』
候
補
を
募
集
中
。

県
で
は
、
福
岡
県
「
文
化
百
選
」
　
シ

リ
ー
ズ
の
「
道
編
」
候
補
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
県
民
の
暮
ら
し
の
中
に
い
き

す
き
、
文
化
を
は
ぐ
く
ん
で
き
た
「
道
」

を
幅
広
く
募
集
し
ま
す
。

●
テ
ー
マ
）
　
「
道
」

●
募
集
期
間
）
7
月
1
9
日
（
金
）
ま
で

●
応
蒐
方
法
）
①
「
這
」
の
名
称
・
所

在
地
⑪
推
薦
理
由
（
歴
史
、
内
容
な
ど
）

③
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

●
記
念
品
）
応
募
者
の
中
か
ら
抽
選
で

恥
入
に
記
念
品
贈
呈

●
応
募
・
問
合
せ
先
）
〒
8
1
2
福
岡
市
博

多
区
東
公
園
7
－
7
「
県
庁
内
生
活
文

化
課
」
℡
0
9
2
（
6
5
1
）
1
1
1
1

あ
な
た
も
線
の
オ
ー
ナ
ー

に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

緑
豊
か
な
森
林
を
子
供
や
孫
に
残
し

て
あ
げ
た
い
。
そ
ん
な
ロ
マ
ン
を
実
現

す
る
の
が
国
有
林
の
分
収
林
制
度
（
緑

の
オ
ー
ナ
ー
）
で
す
。
こ
の
制
度
は
、

㊨
馳
㊧
憧

技
術
犠
習
合
（
群
書
実
務
・

ワ
ー
プ
ロ
）
を
開
騰

県
婦
人
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー
筑
豊
支

所
で
は
、
就
業
希
望
の
女
蛙
を
対
象
に

鼓
術
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
講
習
科
目
）
秘
書
実
務
・
ワ
ー
プ
ロ

●
定
員
）
5
0
人

●
確
言
期
間
）
9
月
1
0
日
か
ら
1
0
月
3
1

日
ま
で
の
2
1
日
間
（
毎
週
火
・
木
・
金
）

の
午
前
m
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
。

●
受
龍
料
）
無
料
（
教
材
費
は
別
）

●
会
場
）
北
九
州
市
立
西
部
動
労
婦
人

セ
ン
タ
ー
（
レ
デ
ィ
ス
八
播
）

●
申
込
受
付
）
7
月
0
0
日
・
3
1
日
の
午

前
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で

●
申
込
方
法
）
電
話
で
申
込
み
、
申
込

み
時
に
面
接
日
を
指
定
し
、
面
接
後
に

選
考
し
ま
す
。

●
申
込
み
・
問
合
せ
先
）
福
岡
県
婦
人

就
業
援
助
セ
ン
タ
ー
筑
豊
支
所
℡
0
9

4

8

（

2

3

）

4

1

5

6



遠賀区保護司会が

社会を明るくする運動の

●と　き〉　7月26日陰）の午後1時30分

から3時45分まで

●とこう〉遠賀町中央公民館ホール

●内　容〉・映写会「夏　そよ風〇

・講演会r21世紀を担う青少年を育

てるために」講師桐生公俊先生

●主　催〉遠賀区保護司会

●後　援〉遭賀町・教育委員会

乳幼児健診が親子ふれあい学識
に変更しました。
これまで遠賀保健所で行っていた第1－第3の嬉し

幼児健診が、4月から親子ふれあい学級になりまし
た。食事の問題（飲まない∴食べない‖噛まない）

言葉や発達の問題（言葉が遅い、歩かない）などで気

にされているお母さん、お父さん言親子でjilれあい

ながら子どもの悩みを－約二解決してみませんか¢

●ふれあい学級　・受付13：ロ0－1330
・待ってくるもの　母子健康手帳

曜日 �遥 �対象 �偶数月 �奇数月 

火 曜 �第1週 �写し児 �栄養と育児 �運動発達と 遊び 

第3過 �幼児 �歯科健診 �こころと 日 ���栄養と育児 �からだの 発達と遊び 

繍繭網羅糟歴 韓網羅講瑞雲続罪恋引一服 �筒 �T l ・欝一国 ，用 i（ ） �● 1 �ん ゝ り �け 1着i 」 
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ー11、

平
成
3
年
度
1
－
－
－
－
青
少
年
育
成
町
民
会
議
・
家
庭
都
会

「
〇
歳
か
ら
の
親
子
教
室
」
を
開
話
し
ま
す
。

遠
賀
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
・
家

庭
部
会
は
教
育
委
員
会
と
共
催
で
、
昨

年
も
参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
好
評
で
し

た
「
0
歳
か
ら
の
親
子
教
室
」
を
7
月

務
田
よ
り
5
回
の
学
習
計
画
で
開
講
し

ます。こ
の
「
0
歳
か
ら
の
親
子
教
室
」
は

福
岡
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議
の
モ
デ

ル
地
区
に
遠
賀
町
が
指
定
を
う
け
て
、

胎
児
期
か
ら
は
じ
ま
る
心
豊
か
な
子
育

て
に
つ
い
て
の
体
験
学
習
の
機
会
を
提

供
す
る
も
の
で
す
。

●
と
　
き
　
7
月
飾
日
よ
り
5
回
1
3
時

5
0
分
よ
り
帖
時
0
0
分
ま
で

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
象
者
　
妊
産
婦
、
乳
児
期
の
親
、

一
般
希
望
者

●
教
室
の
運
営
　
参
加
者
の
皆
さ
ん
と

協
議
を
し
な
か
ら
進
め
ま
す
。

●
備
　
考
　
幼
児
の
遊
び
場
を
設
け
、

遊
具
な
ど
も
準
備
し
ま
す
。

《
学
習
計
画
》

7
月
2
5
日
　
講
師
　
石
井
美
枝
子
先
生

県
民
会
議
常
任
理
事
・
家
庭
部
会
長

8
月
詔
日
　
講
師
　
永
漢
初
子
先
生

東
筑
紫
短
大
・
教
授

9
月
2
6
日
　
講
師
　
街
頭
純
子
先
生

え
と
う
小
児
科
医
院
院
長

m
月
鋪
日
　
講
師
　
村
田
千
代
子
先
生

サ
ン
・
ム
ラ
タ
、
母
子
保
健
指
導
セ

ン
タ
ー
所
長

Ⅱ
月
中
旬
　
講
師
　
今
村
茂
生
先
生

中
津
女
子
短
大
・
教
授

※
受
講
申
し
込
み
は
、
遠
賀
町
教
育
委

員
会
℡
（
2
9
3
）
1
2
3
4
（
内
線

3
5
7
）
　
へ
。

フ
ァ
イ
ト
人
、
求
め
ま
す
。

福
岡
県
合
同
会
社
面
談
会

県
と
人
材
協
で
は
、
地
場
産
業
の
人

材
確
保
と
新
規
大
学
等
卒
業
者
の
県
内

企
業
へ
の
就
職
促
進
を
図
る
た
め
、
企

業
と
学
生
が
直
接
面
談
す
る
「
合
同
会

社
面
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
入
場
無

料
で
参
加
は
自
由
で
す
。

●
と
き
）
8
月
1
2
日
（
月
）
の
1
3
時
か

ら
1
7
時
ま
で

●
と
こ
ろ
）
小
倉
興
産
K
M
M
ピ
ル
4

階
ホ
ー
ル
（
小
倉
北
区
浅
野
2
－
1
4
－

1）●
参
加
企
業
）
北
九
州
地
区
・
筑
豊
地

区
の
中
堅
企
業
1
5
0
社
を
予
定

●
内
容
）
・
各
社
の
人
事
担
当
者
と
マ

ン
ツ
ー
マ
ン
で
面
撰
・
最
新
の
求
人
情

報
一
覧
表
の
無
料
進
呈
な
ど

●
問
合
せ
先
）
福
岡
学
生
職
業
セ
ン
タ

ー
℡
0
9
2
（
7
1
4
）
1
5
5
6

七
夕
習
字
作
品
展

日
本
習
字
教
育
財
団

日
本
習
字
教
育
財
団
で
は
日
本
習
字

会
員
の
作
品
展
を
開
き
ま
す
。
日
頃
の

練
習
の
成
果
を
み
て
く
だ
さ
い
。
ご
来

場
を
待
っ
て
い
ま
す
。

●
期
間
）
8
月
9
日
（
金
）
か
ら
n
日

（
日
）
ま
で

●
と
こ
ろ
）
遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

●
出
品
作
）
だ
な
は
だ
蔵
書
作
品
と
第

5
回
自
習
展
遠
賀
町
入
選
作
品
を
併
せ

て
出
品
し
ま
す
。

●
後
援
）
遠
賀
町
教
育
委
員
会

●
問
合
せ
先
）
長
野
和
子
（
別
府
）

℡
（
2
9
3
）
0
2
0
5



人？ぅごき
平成3年6月末日現在（前月比〉

●世話数　　　　●人　口

5．176（＋5）17．600（＋20）

●男……8．370　●女……9，230

●転入………72　●転出………52

●出生………11●死亡…‥iiii・・11

発行　福岡県遠賀郡遠賀町大字今古賀513遠賀町役場企画課（℡093－293－1234）印刷i株式会社ペイジ

昔
の
遠
賀
川
駅
前
を
旧
停
車
場
と

呼
び
、
大
き
な
池
も
あ
り
、
鴨
類

も
越
冬
し
て
い
た
。

●
松
本
　
信
さ
ん
（
大
正
5
年
1
0
月
鳩
目
生
ま
れ
・
7
5
歳
・
別
府
）

大
正
十
五
年
十
二
月
二
十
五
日
、
大

正
天
皇
の
崩
御
の
日
は
、
大
雪
で
二
十

セ
ン
チ
ぐ
ら
い
積
っ
て
い
た
。
校
庭
に

集
り
東
方
を
向
い
て
土
下
座
し
、
訳
が

分
ら
ず
、
さ
め
ざ
め
と
涙
し
た
こ
と
も

あ
っ
た
。

四
年
生
の
初
夏
、
眼
病
（
ト
ラ
ホ
ー

ム
9
）
が
流
行
し
た
、
午
前
の
授
業
で

早
退
、
直
方
の
清
沢
眼
科
医
院
に
通
院

し
て
い
た
。
折
尾
で
筑
襲
線
に
乗
換
え

医
院
で
の
冷
媒
を
終
え
て
父
親
の
退
勤

と
一
緒
に
戻
っ
て
い
た
。
一
度
居
寝
り

し
て
捻
田
駅
ま
で
乗
り
越
し
て
驚
き
と

不
安
と
恐
し
さ
の
た
め
泣
い
て
鉄
道
員

に
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
後

年
鉄
道
員
に
な
り
、
そ
の
説
を
巡
祝
し

た
り
、
通
過
す
る
毎
に
幼
少
時
の
馨
を

思
い
浮
か
べ
た
。

遠
賀
川
駅
の
西
側
郡
道
筋
と
線
路
の

間
と
現
在
の
県
道
、
土
師
薬
店
か
ら
柴

田
自
動
車
工
場
附
近
ま
で
の
範
囲
は
大

き
な
池
が
あ
っ
た
。
こ
の
池
は
元
田
圃

で
あ
っ
た
が
明
治
の
中
期
に
駅
鰐
内
の

線
路
道
床
の
盛
土
用
に
収
容
し
た
跡
に

出
来
た
人
工
池
で
あ
っ
て
、
夏
場
は
附

近
の
悪
童
ど
も
の
結
構
よ
い
水
遊
場
で

も
あ
り
桟
橋
を
作
り
洗
濯
場
で
も
あ
っ

た
。
ま
た
、
冬
は
渡
り
鳥
の
境
が
多
数

越
冬
し
て
い
た
。

旧
停
車
場
と
い
う
地
名
が
あ
る
が
博

多
方
面
か
ら
延
長
さ
れ
た
線
路
の
行
止

り
が
遠
賀
川
駅
で
丁
度
枝
沢
氏
宅
の
前

位
と
思
う
、
ま
だ
遠
賀
川
に
架
か
る
鉄

橋
が
未
完
で
あ
っ
た
の
で
一
応
こ
こ
が

終
点
と
な
っ
て
い
た
が
明
治
末
期
に
城

山
ト
ン
ネ
ル
も
完
通
、
現
在
駅
の
あ
る

場
所
も
埋
立
整
備
と
遠
賀
川
鉄
橋
完
成

に
伴
い
移
転
し
た
と
の
こ
と
で
そ
の
周

辺
住
民
が
愛
称
あ
る
表
現
で
旧
停
車
場

と
言
っ
て
い
る
と
思
う
。

芦
屋
鉄
道
線
を
説
明
し
て
お
こ
う
。

芦
屋
村
に
つ
い
て
は
、
芦
屋
千
軒
、
関

手
折
と
い
っ
て
芦
屋
と
馬
関
（
下
関
）

は
昔
か
ら
港
町
と
し
て
繁
栄
し
た
所
で

あ
っ
た
。
水
運
は
よ
か
っ
だ
が
陸
運
は

誠
に
不
便
で
あ
っ
た
の
で
、
大
正
四
年

に
芦
屋
鉄
道
（
軌
道
）
株
式
会
社
線
が

出
来
た
。
起
点
は
今
の
町
営
自
転
車
置

場
附
近
で
井
ノ
ロ
自
転
車
店
前
、
遠
賀

川
公
民
館
横
の
道
路
を
真
西
に
西
川
に

集
っ
て
い
た
木
橋
を
渡
り
役
場
の
庁
舎

を
分
断
し
北
に
曲
っ
て
松
ノ
本
、
鬼
津

の
峠
を
越
え
ポ
ー
ト
場
の
前
の
道
路
が

線
路
で
芦
屋
町
正
門
附
迄
が
終
点
の
西

芦
屋
駅
だ
っ
た
。
単
線
で
機
関
車
、
客

車
（
現
在
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
位
）
貨
車

の
三
両
連
結
で
折
返
し
運
転
の
た
め
事

故
は
な
か
っ
た
と
思
う
。

客
は
地
元
の
行
商
人
や
観
光
客
（
山
鹿

城
跡
や
洞
山
）
そ
の
他
、
荷
物
は
海
産

物
だ
っ
た
か
。

海
遊
び
の
季
節
、
花
火
大
会
に
な
る
と

鞍
手
、
筑
豊
方
面
か
ら
の
客
で
賑
わ
い

満
員
の
時
は
鬼
津
の
峠
で
は
大
人
は
列

車
の
後
姉
を
し
て
い
だ
が
、
客
か
ら
の

苦
情
は
な
く
誠
に
長
閑
な
旅
で
あ
っ

た。

し
か
し
こ
の
鉄
道
は
昭
和
六
年
、
僅

か
十
七
年
間
で
廃
線
と
な
っ
た
。

戦
後
の
芦
屋
線
は
大
東
亜
侵
略
戦
争

の
敗
戦
後
に
米
国
占
領
軍
の
命
令
（
徳

の
一
声
）
で
強
行
建
設
さ
せ
ら
れ
た
も

の
で
国
鉄
線
で
遠
賀
川
駅
構
内
西
寄
り

三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
西
川
鉄
橋
を
渡
っ
て

か
ら
分
岐
、
大
き
く
曲
線
を
描
き
花
野

医
院
西
側
か
ら
元
芦
屋
鉄
道
線
路
跡
地

が
併
用
さ
れ
て
い
た
。

遠
賀
川
駅
も
そ
の
時
改
築
さ
れ
R
T
O

（
停
車
場
司
令
部
）
が
設
置
さ
れ
、
占

領
軍
専
用
列
車
、
特
急
列
車
東
京
～
佐

世
保
間
往
復
も
停
車
し
て
青
い
目
、
赤

毛
の
外
人
男
女
が
ガ
ム
を
噛
み
な
が
ら

ホ
ー
ム
を
闊
歩
し
賑
や
か
な
時
代
も
あ

っ
た
か
占
領
政
策
の
使
命
も
終
り
、
昭

和
三
十
六
年
こ
れ
も
僅
か
十
五
年
間
の

倣
い
寿
命
で
終
っ
た
。
兵
ど
も
の
夢
の

あ
と
か
。

話
は
前
に
戻
る
が
、
我
々
貧
乏
人
の

子
供
は
銭
が
な
い
た
め
に
汽
車
に
乗
っ

て
海
遊
び
は
め
っ
た
に
行
け
ず
、
駅
周

辺
の
大
池
か
遠
賀
川
　
（
本
川
と
言
っ

た
）
の
曲
手
の
川
原
も
恰
好
の
水
遊
び

場
で
よ
く
泳
い
だ
、
時
に
は
屋
台
店
も

来
て
氷
、
ラ
ム
ネ
、
ア
メ
ユ
、
飴
玉
も

売
っ
て
い
た
。
川
面
に
は
夫
婦
連
れ
の

五
平
大
船
が
帆
掛
け
て
石
炭
を
運
ん
で

い
る
姿
は
本
当
に
楽
し
か
っ
た
。

西
目
回
国

▼
広
報
担
当
に
な
っ
て
2
年
3
カ
月
が

経
っ
た
。
行
政
マ
ン
と
し
て
皆
さ
ん
に

知
っ
て
も
ら
い
た
い
こ
と
を
少
し
で
も

表
現
で
き
る
よ
う
悪
戦
苦
闘
し
て
い
ま

す
。
発
行
日
の
0
0
目
前
か
ら
は
、
原
稿

書
き
に
追
わ
れ
、
家
に
着
く
の
は
毎
日

1
2
時
近
く
に
な
る
。
ど
う
し
て
僕
だ
け

が
…
…
と
思
う
と
、
広
報
は
手
抜
き
に

な
っ
て
し
ま
う
。
そ
ん
な
時
、
元
気
付

け
て
く
れ
る
の
は
、
読
者
の
人
の
声
だ
。

先
日
も
「
ふ
る
さ
と
此
処
彼
処
」
を
読

ん
だ
と
い
う
ご
婦
人
か
ら
「
こ
の
シ
リ

ー
．
ス
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
頑
張
っ

て
／
」
と
激
励
の
寓
話
が
あ
っ
た
。
こ

の
一
言
で
ど
ん
な
に
僕
が
元
気
付
け
ら

れ
た
こ
と
か
。

ご
声
援
に
応
え
ろ
べ
く
早
速
準
備
に

か
か
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
温
か
く
広

報
を
見
守
っ
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
。

（池ボウ）


